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新
し
い
椅
子
③

光
る
眼
差
し

Vol.3

島の

キジバト

ゆりかご

県
壱
岐
振
興
局

久
村
豊
彦
局
長

　
本
庁
の
福
祉
保
健
部
保
健
課

長
か
ら
の
着
任
。
川
棚
町
出

身
。

　
昭
和
54
年
に
配
属
さ
れ
た
県

北
振
興
局
を
振
り
出
し
に
、
原

爆
被
爆
者
援
護
課
、
人
事
課
、

土
木
部
管
理
課
、
旧
対
馬
支
庁

な
ど
、
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
的

に
守
備
範
囲
を
広
く
多
く
の
部

署
を
歩
い
て
き
た
も
の
の
、
農

林
・
水
産
関
係
に
携
わ
っ
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
と
に
か
く
勉

強
し
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
30
年
を
越
え
る
県

職
員
生
活
で
、
新
幹
線
推
進
室

長
時
代
の
平
成
19
年
、
新
幹
線

着
工
の
認
可
が
お
り
た
こ
と

や
、
対
馬
で
経
験
し
た
町
村
合

併
、
韓
国
か
ら
の
旅
客
船
就
航

な
ど
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒

に
取
り
組
め
た
経
験
は
貴
重

で
、
今
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ

て
い
る
と
い
う
。

　
壱
岐
に
は
出
張
で
何
回
か
来

て
い
る
そ
う
で
、
壱
岐
の
印
象

は
「
田
ん
ぼ
や
畑
な
ど
手
入
れ

が
行
き
届
い
て
き
れ
い
」
と
話

す
。
そ
ん
な
地
へ
の
赴
任
で
も

あ
り
、
在
任
中
は
島
の
自
然
、

風
景
、
歴
史
的
な
も
の
も
含

め
、
カ
メ
ラ
を
手
に
島
を
歩
き

た
い
そ
う
。

　
壱
岐
も
ほ
か
の
離
島
と
同
様

に
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
と
い

う
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

が
、
人
を
活
か
す
、
育
て
る
こ

と
を
念
頭
に
、
島
の
た
め
に
役

立
つ
物
事
、
そ
の
組
み
立
て

方
、
誰
が
や
る
の
か
な
ど
、
皆

で
様
々
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

事
と
思
っ
て
い
る
。
壱
岐
は

様
々
に
材
料
豊
か
な
島
、
あ
き

ら
め
ず
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
、
打
開
策
や
新
た
な
展
開
が

見
え
て
き
た
り
す
る
は
ず
。

　
県
・
振
興
局
・
市
に
各
種
団

体
の
力
を
合
わ
せ
、
壱
岐
の
振

興
策
を
具
体
化
し
て
い
き
た
い
。

　
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、
の
ぞ
く
実
行
力
に
期
待
が

か
か
る
新
局
長
。
56
歳
。

　
午
後
の
海
岸
通
り
を
黄
色
い

カ
バ
ー
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
並
ん

で
帰
っ
て
い
く
。
新
一
年
生
達
。

入
学
か
ら
早
三
週
間
。
師
も
子

も
互
い
の
眼
を
し
っ
か
り
と
見

つ
め
合
う
毎
日
だ
ろ
う
か
。

　
四
月
の
光
は
岬
を
照
ら
し
、

海
中
に
潜
り
藻
を
き
ら
め
か

す
。
刻
々
と
春
の
い
の
ち
を
育

ん
で
い
る
。

「
う
ち
に
帰
っ
た
ら
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
本
読
ん
で
あ
げ
る
と
」
と
、

一
人
の
子
。
今
日
も
お
や
つ
を

用
意
し
て
く
れ
て
る
と
言
う
。

　
ふ
い
に
宮
澤
賢
治
の
顔
が
浮

か
ん
で
く
る
。
五
十
二
ケ
月
勤

め
た
花
巻
農
学
校
を
退
職
し
た

一
九
二
六
年
四
月
、
農
耕
自
炊

の
生
活
に
入
る
。
若
い
農
民
達

を
迎
え
入
れ
私
塾
を
は
じ
め
る
。

「
下
ノ
畑
ニ
居
リ
マ
ス
」

　
玄
関
横
の
黒
板
に
書
い
て
、

畑
仕
事
に
。
学
校
帰
り
の
子
ど

も
達
の
お
や
つ
を
戸
棚
に
用

意
し
て
。
そ
の
白
墨
文
字
は

八
十
六
年
経
っ
た
今
も
消
え
な

い
。
賢
治
の
眼
差
し
は
変
わ
ら

な
い
。
こ
の
島
に
も
、
受
け
継

が
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
　
　

　
熱
く
誠
実
な
眼
差
し
は
い
い
。

　
光
る
眼
差
し
に
つ
つ
ま
れ
て

　
大
き
く
な
れ
、
島
っ
子
よ
。

勝本町「ヨーガの里」にアトリエ
世界的画家、松井守男氏

　
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ル
シ
カ
島
を

拠
点
に
創
作
活
動
を
続
け
、
同

国
の
最
高
勲
章
「
レ
ジ
オ
ン
・

ド
・
ヌ
ー
ル
勲
章
」
と
「
シ
ュ

バ
リ
エ
芸
術
文
化
勲
章
」
を
授

章
し
て
い
る
画
家
・
松
井
守
男

氏
（
69
）
が
19
日
に
来
島
、
一

支
国
博
物
館
で
21
日
に
開
か

れ
た
記
者
会
見
で
、
勝
本
町
、

「
ヨ
ー
ガ
の
里
」
に
ア
ト
リ
エ

を
構
え
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。
　

　
松
井
氏
は
、
「
壱
岐
の
島
に

コ
ル
シ
カ
島
と
同
様
に
、
神

秘
的
な
義
務
感
を
感
じ
て
い

る
。
光
が
天
に
向
か
い
う
ず

ま
い
て
い
る
よ
う
な
、
壱
岐

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
が
感
じ

ら
れ
素
晴
ら
し
い
。
こ
れ
ま

で
聞
い
て
い
た
通
り
、
天
と

交
流
し
て
い
る
よ
う
で
神
々

の
住
む
島
だ
と
思
う
」
「
五
島

と
対
馬
に
も

ア
ト
リ
エ
が

あ
る
が
、
１
番

大
き
い
キ
ャ
ン

バ

ス
（

横

10

㍍
、
縦
２
・
５

㍍
）
を
使
い
創

作
が
で
き
る
点

な
ど
も
素
晴
ら

し
い
し
、
環
境

も
理
想
的
。
出

発
と
到
着
が
同

時
に
感
じ
ら
れ

る
」
と
話
し
、

「
コ
ル
シ
カ
島

の
ア
ト
リ
エ
に

負
け
な
い
よ
う

な
島
の
思
い
。

守
ら
れ
る
安
心

感
と
緊
張
感
も

い
い
」
「
フ
ラ

ン
ス
へ
帰
っ
て

30
年
来
の
助
手
に
相
談
し
て
決

め
る
こ
と
に
な
る
が
、
５
月
25

日
頃
に
再
来
島
し
て
決
め
る
」

な
ど
語
っ
た
。 インタビューを受ける松井氏

離
島
の
人
材
育
成
事
業
を
助
成

２
次
募
集
、
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー

　
「
あ
な
た
の
島
の
新
し
い
地

域
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
」
と
、
財
団
法
人
・
日
本
離

島
セ
ン
タ
ー
の
離
島
人
材
育
成

基
金
助
成
事
業
の
第
二
次
募
集

が
始
ま
っ
た
。
応
募
期
間
は
来

月
18
日
ま
で
。

　
対
象
は
離
島
在
住
者
か
離
島

で
活
動
す
る
団
体
な
ど
で
、
対

象
事
業
は
離
島
の
人
材
育
成
の

た
め
の
も
の
で
▽
産
業
振
興
▽

生
活
・
文
化
・
福
祉
の
向
上
▽

他
地
域
と
の
交
流
推
進
▽
そ
の

他
、
人
材
育
成
に
必
要
な
事
業

で
、
応
募
で
き
る
事
業
は
、
自

ら
新
た
に
取
り
組
む
事
業
。
助

成
金
額
は
対
象
経
費
の
３
分
の

２
以
内
で
、
１
事
業
に
つ
き

１
０
０
万
円
が
限
度
。

　
応
募
し
た
事
業
は
審
査
を
経

て
、
結
果
は
市
町
村
役
場
か

ら
通
知
さ
れ
る
。
応
募
方
法

は
申
請
書
と
助
成
事
業
計
画

書
を
作
成
し
期
日
ま
で
に
各

市
町
村
役
場
・
離
島
振
興
担

当
課
へ
。
詳
し
く
は
同
セ
ン

タ
ー
（
電
話
０
３
―
３
５
９
１

―
１
１
５
１
）
ま
で
。

波
で
海
中
に
転
落
、
死
亡

運
転
中
に
転
落
、
重
傷

耕
運
機
盗
の
男
逮
捕

　
　
　
　
　
　

壱
岐
署

　
22
日
午
後
５
時
15
分
頃
、
郷

ノ
浦
町
長
島
の
黒
瀬
で
、
芦
辺

町
の
男
性
Ａ
さ
ん
（
36
）
が
友

人
と
釣
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ

海
中
に
転
落
、
一
緒
に
釣
り
を

し
て
い
た
友
人
か
ら
直
接
救
助

要
請
を
受
け
た
郷
ノ
浦
町
漁
協

（
長
島
）
所
属
の
漁
船
・
漁
栄

丸
（
徳
島
良
久
船
長
ほ
か
1
人

乗
り
組
み
、
１
・
４
㌧
）
が
発

見
し
救
助
、
病
院
に
搬
送
さ
れ

た
が
死
亡
し
た
。

　
壱
岐
海
上
保
安
署
に
よ
る

と
、
Ａ
さ
ん
は
救
命
胴
衣
を
着

用
し
、
海
面
か
ら
約
２
㍍
の
高

さ
の
磯
場
か
ら
釣
り
を
し
て
い

た
際
、
そ
の
場
所
を
越
え
る
波

に
足
元
を
す
く
わ
れ
海
中
に
転

落
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い

る
。

　
16
日
午
後
７
時
20
分
頃
、
勝

本
町
本
宮
西
触
の
市
道
で
、
同

町
立
石
西
触
、
新
聞
配
達
員
・

石
見
保
さ
ん
（
68
）
が
原
付
バ

イ
ク
を
運
転
中
、
進
路
左
下
の

作
業
場
に
落
ち
、
同
バ
イ
ク
は

中
破
し
、
石
見
さ
ん
は
頸
椎
損

傷
の
重
傷
。

　
壱
岐
警
察
署
の
調
べ
に
よ
る

と
、
石
見
さ
ん
は
酒
を
飲
ん
で

運
転
し
た
と
い
う
。
事
故
の
原

因
な
ど
調
査
中
。

　
壱
岐
警
察
署
は
16
日
午
後
５

時
27
分
、
建
物
侵
入
と
窃
盗
（
倉

庫
荒
ら
し
）
の
疑
い
で
勝
本
町

勝
本
浦
、
無
職
・
篠
崎
大
容
疑

者
（
20
）
を
逮
捕
し
た
。

同
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、
篠
崎

容
疑
者
は
昨
年
12
月
28
日
頃

か
ら
本
年
１
月
19
日
頃
ま
で

の
間
、
石
田
町
、
Ａ
子
さ
ん

（
76
）
所
有
の
倉
庫
に
侵
入
し
、

耕
運
機
１
台
（
時
価
６
万
円
相

当
）
を
盗
ん
だ
疑
い
。

戸
締
り
用
心
！

火
の
用
心
！

壱
岐
消
防
便
り

【
３
月
の
火
災
】

▽
発
生
１
件
▽
累
計
12
件
▽
林

野
火
災
１
件

【
３
月
の
救
急
】

▽
出
動
１
３
１
件
▽
累
計

４
３
１
件
▽
急
病
96
件
▽
一
般

負
傷
14
件
▽
交
通
事
故
１
件
▽

労
働
災
害
３
件
▽
そ
の
他
（
転

院
等
）
17
件

【
火
災
・
救
急
メ
モ
】

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
火
災
に
お
い
て
煙
等
の

発
生
を
早
期
に
知
ら
せ
、
逃
げ

遅
れ
等
に
よ
る
死
傷
者
を
な
く

す
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
家

庭
は
、
大
切
な
家
族
や
財
産
を

守
る
た
め
、
ぜ
ひ
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
購
入
方
法
や
設
置
場
所
等
詳

し
く
は
、
市
消
防
本
部
予
防
課

（
電
話
45
―
３
０
３
７
）
ま
で
。

②
燃
料
用
ガ
ソ
リ
ン
の
購
入
に

つ
い
て

　
ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入

れ
る
こ
と
は
、
大
変
危
険
で
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ポ
リ
容
器
が
侵
さ
れ
、
変
形

し
、
漏
れ
て
火
災
や
爆
発
事
故

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
ガ
ソ
リ
ン

を
小
分
け
に
し
て
購
入
す
る
場

合
は
、
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
等
の

消
防
法
令
に
適
合
し
た
金
属
製

容
器
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
適
合
し
た
容
器
以
外
の
容
器

に
詰
め
て
販
売
す
る
こ
と
は
、

消
防
法
に
違
反
し
ま
す
。

③
戸
締
り
用
心
！
火
の
用
心
！

　
外
出
時
や
就
寝
時
は
、
今
一

度
、
戸
締
り
と
火
の
元
を
確
認

し
、
防
犯
・
防
火
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火

標
語

「
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か

な
い
　
離
れ
な
い
」

オープニングセレモニーでのテープカット

セレモニー後に見学する参加者

国
内
初
！
国
特
別
史
跡
・
弥
生
集
落
３
代
遺
跡
展

登
呂
（
静
岡
）・
吉
野
ケ
里
（
佐
賀
）・
原
の
辻
（
壱
岐
）

一
支
国
博
物
館
第
９
回
特
別
企
画
展

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館

（
館
長
・
須
藤
正
人
市
教
育
長
）

の
第
9
回
特
別
企
画
展
「
国

特
別
史
跡
　
弥
生
集
落
三
大

遺
跡
展
～
弥
生
の
国
邑
　
登

呂
・
吉
野
ケ
里
・
原
の
辻
～
」

が
20
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
　

　
弥
生
時
代
の
国
特
別
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
る
集
落
遺

跡
は
今
回
の
特
別
企
画
展
で

紹
介
さ
れ
る
登
呂
（
静
岡
）、

吉
野
ケ
里
（
佐
賀
）、
原
の
辻

（
壱
岐
）
３
遺
跡
だ
け
で
、
壱

岐
で
そ
の
３
遺
跡
が
一
堂
に

公
開
さ
れ
る
の
は
非
常
に
意

義
深
く
、
こ
う
し
た
形
で
は

国
内
初
の
遺
跡
展
と
い
う
。

　
１
年
前
か
ら
準
備
を
始
め
、

よ

う

や

く

開

催

に

こ

ぎ

つ

け

た

同

企

画

展

で
は
、
こ
れ

ま

で

の

発

掘

調

査

の

成
果
か
ら
、

そ

れ

ぞ

れ

の

遺

跡

の

歴

史

や

集

落

の

実

態

に

つ

い

て

紹
介
し
、
出

土

し

た

国

の

重

要

文

化

財

を

含

む

貴

重

な

資

料

42

点

か
ら
、
そ
れ

ぞ

れ

の

国

邑

の

姿

や

特
徴
に
つ
い
て
紐
解
い
て
い

く
格
好
に
な
っ
て
い
る
。

　
同
3
代
遺
跡
展
オ
ー
プ
ン

初
日
に
は
、
博
物
館
１
階
の
会

場
前
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
、
多
く
の
関
係
者
が
見

守
る
中
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な

ど
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
催
さ
れ
、
セ
レ
モ
ニ
ー

の
終
了
を
待
っ
て
い
た
か
の

よ
う
に
那
賀
小
学
校
の
6
年

生
17
人
が
来
館
、
団
体
の
観

光
客
が
来
場
し
た
。

同
企
画
展
の
関
連
講
座
と
し

て
、
22
日
に
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
東
ア
ジ
ア
考
古
学

研
究
室
・
安
楽
勉
室
長
の
講

義
「
一
支
国
の
王
墓
を
探
る

～
原
の
辻
遺
跡
の
調
査
成
果

～
」
が
あ
り
、
２
回
目
の
講

座
は
５
月
27
日
午
後
２
時
か

ら
、
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸

歴
史
館
・
七
田
忠
昭
館
長

を
講
師
に
、
「
吉
野
ケ
里
遺

跡
と
佐
賀
・
神
埼
の
ク
ニ

～
拠
点
集
落
の
構
造
変
化

の
要
因
と
首
長
・
墳
墓
～
」

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
３

回
目
は
６
月
24
日
午
後
２

時
か
ら
、
静
岡
市
立
登
呂

博
物
館
・
長
谷
川
秀
厚
主

幹
が
「
弥
生
の
農
村
　
登

呂
遺
跡
」
と
題
し
て
講
演

す
る
。
受
講
無
料
。

　
同
遺
跡
展
の
会
期
は
６
月

24
日
ま
で
。
観
覧
料
は
一
般

２
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無

料
。


